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朝
鮮
朝
時
代
の
タ
コ
�
出
地
に
つ
い
て

可

児

弘

明

前
言

本
稿
は
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
（
一
五
九
二
〜
九
三
、
九
七

〜
九
八
年
）
以
前
、
朝
鮮
八
道
に
お
い
て
タ
コ
を
�
出
す
る
地
方

が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
た
の
か
を
明
白
に
す
る
た
め
、
二
つ
の
官

撰
地
理
書
す
な
わ
ち
『
世
宗
實
�
』
地
理
志
な
ら
び
に
『
新
�
東

國
輿
地
勝
覧
』
に
よ
っ
て
海
�
物
タ
コ
を
�
出
す
る
地
方
を
抽
出

し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

六
代
王
端
宗
二
年
（
一
四
五
四
）
に
成
っ
た
『
世
宗
莊
憲
大
王

實
�
』
巻
一
四
八
か
ら
巻
一
五
五
ま
で
の
地
理
志
、
す
な
わ
ち

『
世
宗
實
�
』
地
理
志
（
以
下
「
実
�
」
と
略
記
）
と
し
て
諸
書

に
引
用
さ
れ
る
地
理
書
は
、
四
代
王
世
宗
（
在
位
一
四
一
八
〜
五

〇
）
在
世
中
の
一
四
三
二
年
に
撰
進
さ
れ
た
『
新
撰
八
道
地
理

志
』
を
基
に
、
そ
の
後
に
お
け
る
変
更
部
分
を
書
き
加
え
た
も
の

と
さ
れ
る
。

ま
た
『
新
�
東
國
輿
地
勝
覧
』（
以
下
「
勝
覧
」
と
略
記
）
五

五
巻
は
「
実
�
」
よ
り
八
〇
年
近
く
経
て
、
第
一
一
代
王
中
宗
二

六
年
（
一
五
三
一
）
に
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
朝
最
後
の
官

撰
地
理
書
と
さ
れ
る
。
本
書
も
ま
た
二
回
の
修
正
を
経
て
九
代
王

成
宗
一
二
年
（
一
四
八
一
）
刊
行
を
み
た
『
東
國
輿
地
勝
覧
』
を

さ
ら
に
再
編
纂
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
編
纂
事
情
に
よ
っ
て
、
両
書
と
も
そ
の
内
容
に
編
纂

時
点
の
実
態
と
そ
れ
以
前
の
状
態
と
が
混
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
1
）
。

従
っ
て
、「
実
�
」
に
つ
い
て
は
「
朝
鮮
朝
初
期
」
と
か
「
一
五

世
紀
前
半
頃
」、「
勝
覧
」
に
つ
い
て
は
「
一
五
、
一
六
世
紀
」
と

か
「
中
宗
の
時
代
ま
で
に
」
と
い
っ
た
同
時
代
と
い
う
に
は
い
さ

研
究
ノ
ー
ト

朝
鮮
朝
時
代
の
タ
コ
�
出
地
に
つ
い
て

一
四
一
（
六
七
三
）



さ
か
ゆ
る
や
か
な
時
間
帯
の
設
定
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、

あ
る
範
囲
の
同
時
性
を
も
っ
て
朝
鮮
八
道
の
経
済
地
理
的
資
料
を

横
断
的
に
抽
出
で
き
る
こ
と
は
え
が
た
い
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

本
稿
の
ば
あ
い
、
両
書
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
管
内
に
お

い
て
タ
コ
を
�
出
（
実
�
で
は
貢
納
も
）
す
る
地
方
行
政
府
の
名

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
各
管
内
の
ど
こ

と
ど
こ
で
タ
コ
を
�
出
し
た
の
か
ま
で
は
記
述
が
及
ん
で
い
な
い
。

ま
た
「
実
�
」
巻
一
五
〇
、
慶
尚
道
の
條
な
ら
び
に
巻
一
五
五
、

咸
吉
道
の
條
に
、「
已
上
雑
貢
及
薬
材
、
今
（
将
）
土
�
稀
貴
者

�
于
各
邑
之
下
、
其
毎
邑
所
�
、
但
存
其
凡
于
此
不
復
�
云
」
と

割
書
き
が
あ
っ
て
珍
貴
な
�
物
、
�
出
が
顕
著
な
も
の
だ
け
を
あ

げ
た
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
タ
コ
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
も
、
実

際
に
漁
獲
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
額
数
に
よ
っ
て
は
土
�
に

含
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
え
た
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
両
地
理

書
の
利
用
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
�
出
状
態
は
史
料
と
し
て
必
ず

し
も
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
特
定
の
時
期
に
全
八

道
に
わ
た
り
タ
コ
の
�
出
を
同
時
並
行
的
に
�
観
で
き
る
こ
と
だ

け
で
も
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
が
タ
コ
の
�
出
に
関
心
を
持
つ
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
。

タ
コ
は
地
球
上
た
い
て
い
の
海
に
棲
息
す
る
普
遍
種
の
海
洋
生
物

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
タ
コ
を
食
す
習
慣
に
は
偏
在
性

が
あ
っ
て
、
好
ん
で
食
卓
に
上
せ
る
民
族
も
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

食
用
を
避
け
る
民
族
も
あ
っ
て
、
地
球
上
ど
の
民
族
に
た
い
し
て

も
同
様
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
偏
在
性
に
肯
定
的
価

値
を
与
え
、
タ
コ
を
文
化
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
人
の
移
動
や
文

化
の
伝
播
な
ど
人
文
、
社
会
科
学
的
研
究
に
応
用
で
き
な
い
か
と
、

筆
者
自
身
期
待
を
か
け
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
タ

コ
の
棲
息
数
量
が
僅
少
で
あ
る
た
め
タ
コ
を
食
用
す
る
ま
で
に
至

ら
な
い
だ
け
で
あ
り
、
帰
属
す
る
民
族
の
食
文
化
に
由
来
す
る
わ

け
で
な
い
事
例
も
あ
っ
て
、
現
在
の
段
階
で
は
文
化
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
と
し
て
タ
コ
が
ど
こ
ま
で
有
効
で
あ
る
か
論
議
す
る
こ
と
よ
り

は
、
先
ず
国
や
民
族
ご
と
に
タ
コ
食
が
ど
の
程
度
ま
で
ゆ
き
渡
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
も
で
き
る
だ
け
歴
史
的
に
立
ち
返
っ
て
慎
重

に
見
直
し
て
見
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
。
本
稿

は
そ
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
朝
鮮
朝
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。
な
ぜ
朝
鮮
朝
か
と
い
え
ば
、
右
に
述
べ
た
条
件
を
満
た
し
、

タ
コ
食
用
の
判
定
に
と
っ
て
有
効
な
手
立
て
と
な
る
両
書
が
存
在

す
る
好
条
件
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
文
中
で
朝
鮮
関
係
の
名

詞
に
漢
字
表
記
が
多
い
。
こ
れ
は
漢
文
史
料
に
多
く
依
拠
す
る
関

係
か
ら
で
あ
っ
て
他
意
は
な
い
。

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

一
四
二
（
六
七
四
）



一
「
実
�
」、「
勝
覧
」
記
載
の
タ
コ
�
出
地

漢
文
で
表
記
さ
れ
る
「
実
�
」
に
お
い
て
は
、
タ
コ
は
「
落

地
」、「
絡
締
」、「
文
魚
」、「
八
梢
魚
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、

左
に
あ
げ
る
三
七
の
地
方
行
政
府
で
タ
コ
を
�
出
な
い
し
貢
納
す

る
と
さ
れ
る
。
＊
印
を
付
す
も
の
は
タ
コ
を
進
貢
す
る
行
政
府
で

あ
る
。

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
平
安
道
を
除
く
七
道
に
お
い
て
タ
コ
を

�
出
す
る
地
方
行
政
府
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
江
原
道
一
〇
が

最
多
で
、
慶
尚
道
九
、
咸
吉
道
五
、
忠
清
道
五
、
京
畿
四
、
全
羅

道
二
、
黄
海
道
二
の
順
に
な
る
。
こ

の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
タ
コ
を

�
出
な
い
し
貢
納
す
る
地
方
行
政
府

の
数
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
実
際
に
タ

コ
を
漁
獲
す
る
村
落
は
そ
の
何
倍
か

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
逆
に
平
安
道

が
皆
無
で
あ
っ
て
も
タ
コ
を
漁
獲
す

る
村
落
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
�
出
が
地
理
書

の
対
象
と
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ
と

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
説
明
が
前
後
し
た
が
絡
締

と
落
地
は
同
音
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も

テ
ナ
ガ
ダ
コ
（
朝
鮮
語
ナ
ク
チ
）
の

こ
と
と
さ
れ
る
が
、
絡
締
と
表
記
す

八
梢
魚

文
魚
絡
締

落
地 種
別

巻
一
五
五
、
咸
吉
道

巻
一
五
五
、
咸
吉
道

巻
一
五
三
、
江
原
道

巻
一
五
〇
、
慶
尚
道

巻
一
五
二
、
黄
海
道

巻
一
五
一
、
全
羅
道

巻
一
四
九
、
忠
清
道

巻
一
四
八
、
京

�

巻
数
、
道

慶
源
都
護
府
（
再
記
）、
鍾
城
都
護
府
、
穏
城
都
護
府
、

慶
興
都
護
府

北
青
都
護
府
、
慶
源
都
護
府

＊
江
原
道
、
＊
江
陵
大
都
護
府
、
＊
襄
陽
都
護
府
、

＊
三
陟
都
護
府
、
＊
平
海
郡
、
＊
蔚
珍
県
、
＊
杆
城
郡
、

＊
高
城
郡
、
＊
通
川
郡
、
＊
歙
谷
県

＊
慶
尚
道
、
寧
海
都
護
府
、
＊
晋
州
牧
、
＊
昆
南
郡
、

＊
固
城
県
、
＊
巨
済
県
、
泗
川
県
、
河
東
県
、
＊
鎮
海
県

殷
栗
県
、
長
連
県

＊
全
羅
道
、
務
安
県

藍
浦
県
、
泰
安
郡
、
瑞
山
郡
、
唐
津
県
、
結
城
県

水
原
都
護
府
、
南
陽
都
護
府
、
安
山
郡
、
仁
川
郡

産
出
な
い
し
貢
納
地

朝
鮮
朝
時
代
の
タ
コ
�
出
地
に
つ
い
て

一
四
三
（
六
七
五
）



る
の
は
「
実
�
」
で
は
黄
海
道
だ
け
で
あ
り
、
京
畿
以
南
に
つ
い

て
は
落
地
と
し
て
表
記
し
て
い
る
。
西
海
（
黄
海
）
に
臨
む
同
じ

西
海
岸
の
地
で
あ
っ
て
も
表
記
に
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
文
魚
に
つ
い
て
は
、「
実
�
」
巻
一
五
五
、
咸
吉
道

慶
源
都
護
府
再
記
の
項
に
、
八
梢
魚
は
俗
に
文
魚
と
号
す
と
い
う

割
書
き
が
あ
っ
て
、
文
魚
が
八
梢
魚
の
俗
称
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
ど
ち
ら
も
ミ
ズ
ダ
コ
（
朝
鮮
語
ム
ノ
）
の
意
で
あ
る
。
こ
の

ミ
ズ
ダ
コ
に
つ
い
て
も
八
梢
魚
と
す
る
の
は
咸
吉
道
の
う
ち
慶
源
、

鍾
城
、
穏
城
、
慶
興
四
都
護
府
だ
け
で
あ
り
、
北
青
都
護
府
は
文

魚
の
表
記
に
従
う
な
ど
、
こ
こ
で
も
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
慶
源
府
は
巻
一
五
五
で
文
魚
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
巻
慶

源
府
再
記
で
は
八
梢
魚
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
方
的
な
名

称
が
「
実
�
」
に
残
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
編
纂
に
当
り
各

行
政
府
に
た
い
し
一
定
の
項
目
に
従
っ
て
資
料
を
集
め
さ
せ
た
上

で
中
央
に
提
出
さ
せ
、
そ
れ
に
準
拠
し
つ
つ
編
纂
資
料
と
し
て
役

立
て
た
経
緯
と
の
系
脈
を
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

図
１
は
絡
締
、
文
魚
の
別
に
タ
コ
を
�
出
な
い
し
進
貢
す
る
地

方
行
政
府
の
分
布
を
概
観
す
る
目
的
で
図
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
確
に
い
え
ば
便
宜
上
各
行
政
府
の
官
衙
所
在
地
を
目
印
に
符
号

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
を
一
覧
し
て
は
っ
き
り
読
め
る
の

は
、
前
面
に
西
海
が
広
が
る
西
海
岸
に
絡
締
（
落
地
）、
東
海
に

臨
む
東
海
岸
と
東
南
沿
岸
に
文
魚
（
八
梢
魚
）
の
�
出
地
が
分
布

す
る
と
い
う
鮮
や
か
な
対
比
で
あ
る
。

文
魚
の
�
出
状
態
か
ら
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
分
布
の
北
限
は

咸
吉
道
の
慶
源
、
鍾
城
、
穏
城
三
都
護
府
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
女

眞
族
の
入
寇
に
備
え
世
宗
が
一
五
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
設
置

し
領
土
を
万
全
に
し
た
「
六
鎮
」
に
由
来
す
る
た
め
各
官
衙
は
い

ず
れ
も
豆
満
江
寄
り
の
内
陸
に
あ
る
（
2
）
。
し
か
し
「
実
�
」
の
記
述

を
読
ん
で
い
く
と
、
慶
源
府
（
再
記
）
は
「
南
距
海
一
百
二
十
里

有
奇
」（
巻
一
五
五
）
と
府
南
に
海
浜
を
有
し
て
お
り
、「
塩
所

二
」
と
い
う
よ
う
に
「
塩
盆
」（
塩
を
つ
く
る
釜
）
を
置
い
て
海

塩
を
生
�
す
る
塩
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
鍾
城
府
に
つ

い
て
も
「
枇
島
、
東
西
一
百
五
十
歩
、
南
北
二
里
、
距
陸
五
里
、

有
田
一
結
、
府
人
来
往
耕
耘
」（
同
上
）
と
あ
り
、
枇
島
と
い
う

海
島
を
有
し
農
業
目
的
で
島
を
往
来
す
る
者
が
あ
っ
た
他
、「
塩

所
三
」
を
管
内
に
有
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
穏
城
府
つ
い
て
も

「
塩
所
六
、
皆
在
府
南
安
和
里
」（
同
上
）
と
あ
り
、
塩
を
�
出
し

た
の
で
あ
る
（
3
）
。
こ
う
し
た
記
述
を
参
酌
す
る
と
、
三
府
と
も
管
内

で
タ
コ
を
�
出
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

文
魚
の
�
出
地
は
右
三
府
か
ら
豆
満
江
河
口
の
慶
興
都
護
府
へ

と
続
い
た
後
、
広
い
空
白
を
お
い
て
咸
吉
道
北
青
都
護
府
に
移
る
。

同
府
は
北
緯
四
〇
度
線
の
や
や
北
に
位
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同

史
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図 1 タコを�出ないし貢納する地方行政府。（1454年『世宗実�』地理誌）。
左上は咸吉道部分拡大図。□文魚（八�魚）、○絡締（落地）
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府
か
ら
比
較
的
平
坦
な
海
岸
線
沿
い
に
歙
谷
、
通
川
、
高
城
、
杆

城
、
襄
陽
、
江
陵
、
三
陟
、
蔚
珍
、
平
海
（
以
上
江
原
道
）
と
南

下
し
て
い
き
、
慶
尚
道
寧
海
に
至
る
。
し
か
し
慶
尚
道
で
の
重
要

な
分
布
は
巨
済
、
鎮
海
、
晋
州
、
固
城
、
泗
川
、
昆
南
、
河
東
な

ど
朝
鮮
半
島
東
南
岸
に
集
中
す
る
の
が
分
か
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
西
海
岸
で
は
絡
締
（
落
地
）
を
�
出
す
る
最

北
が
黄
海
道
南
部
の
殷
栗
、
長
連
二
県
に
あ
り
、
そ
れ
よ
り
北
は

鴨
緑
江
口
ま
で
、
南
は
京
畿
湾
の
仁
川
近
く
ま
で
各
々
広
い
空
白

地
帯
と
な
る
。
仁
川
以
南
で
は
安
山
、
水
原
、
南
陽
（
以
上
京

畿
）、
唐
津
、
瑞
山
、
泰
安
、
結
城
、
藍
浦
（
以
上
忠
清
道
）
と

�
出
地
が
散
在
す
る
が
、
藍
浦
以
南
で
は
、
北
緯
三
五
度
付
近
の

全
羅
道
務
安
を
除
き
、
朝
鮮
半
島
西
南
部
に
�
出
地
が
見
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
以
上
見
た
通
り
、「
実
�
」
が
記
載
す
る
管
内
で

タ
コ
を
�
出
も
し
く
は
貢
納
す
る
三
七
の
地
方
行
政
府
の
分
布
を

俯
瞰
し
て
み
る
と
、
寂
寥
感
を
い
さ
さ
か
も
伴
わ
な
い
と
い
っ
て

は
�
に
な
っ
て
し
ま
う
。
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
分
布

は
タ
コ
漁
を
営
む
村
々
で
あ
る
と
か
、
タ
コ
を
水
揚
げ
す
る
漁
港

を
直
接
示
す
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
分
布
図
上
の
空
白
が
即
タ
コ

�
出
地
ゼ
ロ
を
意
味
し
な
い
。
従
っ
て
対
応
は
慎
重
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
し
て
も
、
一
五
世
紀
前
半
の
朝
鮮
半
島
で
活
気
あ
る

タ
コ
漁
が
全
道
的
に
行
わ
れ
た
気
配
を
こ
の
図
か
ら
感
ず
る
こ
と

は
困
難
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
「
実
�
」
の
約
八
〇
年
後
に
成
っ
た
「
勝
覧
」
に
な

る
と
様
相
は
一
変
す
る
。「
勝
覧
」
で
は
テ
ナ
ガ
ダ
コ
を
絡
締
の

表
記
に
統
一
し
、
ま
た
漢
語
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
八
梢
魚
を

廃
止
し
て
文
魚
に
統
一
し
て
い
る
。
タ
コ
に
限
っ
て
い
え
ば
、

「
新
増
」
と
い
う
官
撰
地
理
書
の
集
大
成
に
当
り
、
用
語
の
整
理

を
図
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。「
勝
覧
」
索
引
巻
に
よ

っ
て
、
絡
締
と
文
魚
の
別
に
�
出
す
る
地
方
行
政
府
の
名
を
あ
げ

る
と
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
列
挙
し
た
タ
コ
を
�
出
す
る
地
方
行
政
府
は
七
八
を

算
え
、「
実
�
」
の
三
七
に
比
べ
て
倍
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、「
実
�
」
で
は
務
安
一
県
の
み
で
あ
っ

た
全
羅
道
が
「
勝
覧
」
で
は
一
七
で
一
躍
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
他
、

こ
れ
に
次
ぐ
慶
尚
道
も
ま
た
一
五
を
算
え
タ
コ
の
有
力
�
地
で
あ

る
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
以
下
咸
鏡
道
一
三
、
江
原
道
九
、

京
畿
道
同
じ
く
九
、
平
安
道
と
忠
清
道
の
各
六
、
黄
海
道
三
と
続

く
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
増
加
に
よ
っ
て
、
タ
コ
を
�

出
し
な
い
道
は
皆
無
に
な
る
の
で
あ
る
。

分
布
状
態
を
詳
し
く
見
る
と
、
絡
締
�
出
の
北
限
が
黄
海
道
南

部
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
西
海
岸
で
は
、
平
安
道
に
郭
山
郡
、
定
州

牧
、
宣
川
郡
、
亀
城
都
護
府
、
鐵
山
郡
、
龍
川
郡
と
絡
締
を
�
出

史
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す
る
行
政
区
六
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
り
、
北
限
が
鴨
緑
江
口
近

く
ま
で
北
伸
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
黄
海
、
京
畿
、

忠
清
の
三
道
で
は
、
�
出
郡
県
の
数
だ
け
で
い
え
ば
微
増
に
と
ど

ま
る
。
し
か
し
そ
の
南
に
続
く
全
羅
道
で
は
際
立
つ
変
貌
を
と
げ

て
お
り
、
羅
州
牧
、
霊
巌
郡
、
霊
光
郡
、
咸
平
県
、
務
安
県
、
長

興
郡
護
府
、
康
津
県
、
海
南
県
、
珍
島
郡
、
順
天
都
護
府
、
楽
安

郡
、
宝
城
郡
、
光
陽
県
、
興
陽
県
、
以
上
の
一
四
行
政
府
が
絡
締

の
�
出
で
名
を
連
ね
る
の
で
あ
る
。

咸
鏡
道

江
原
道

平
安
道

黄
海
道

全
羅
道

慶
尚
道

忠
清
道

京

畿
道
別

定
州
、
鐵
山
、
龍
川
、
亀
城
、
宣
川
、
郭
山

海
州
、
瓮
津
、
康
�

羅
州
、
霊
巌
、
霊
光
、
咸
平
、
務
安
、
長
興
、
珍
島
、
康

津
、
海
南
、
順
天
、
楽
安
、
宝
城
、
光
陽
、
興
陽

蔚
山
、
晋
州
、
昆
陽
、
南
海
、
泗
川
、
河
東
、
昌
原
、
巨

済
、
固
城
、
鎮
海
、
熊
川

洪
州
、
舒
川
、
瑞
山
、
庇
仁
、
結
城
、
保
寧

水
原
、
富
平
、
南
陽
、
仁
川
、
安
山
、
通
津
、
江
華
、
豊

徳
、
喬
桐

絡

締

北
青
、
端
川
、
利
城
、
洪
原
、
鏡
城
、
吉
城
、
明
川
、
慶
源
、

会
寧
、
鍾
城
、
穏
城
、
慶
興
、
富
寧

江
陵
、
三
陟
、
襄
陽
、
平
海
、
杆
城
、
高
城
、
通
川
、
蔚
珍
、

歙
谷

済
州
、
旌
義
、
大
静
、
順
天

慶
州
、
蔚
山
、
寧
海
、
盈
徳
、
晋
州
、
昆
陽
、
南
海
、
泗
川
、

河
東
、
金
海
、
巨
済
、
固
城
、
鎮
海
、
熊
川

文

魚
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図 2 タコを�出する地方行政府（1531年『新�東國輿地勝覧』）。
左上は慶尚道南岸拡大図。□文魚、○絡締、■文魚・絡締とも。
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他
方
、
東
海
岸
の
状
況
変
化
を
み
る
と
、「
実
�
」
に
お
い
て

咸
吉
道
慶
興
都
護
府
と
北
青
都
護
府
の
間
に
広
く
拡
が
っ
て
い
た

タ
コ
�
出
の
空
白
地
帯
に
会
寧
都
護
府
、
富
寧
都
護
府
、
鏡
城
都

護
府
、
明
川
県
、
吉
城
県
、
端
川
郡
、
利
城
県
の
七
行
政
府
が
タ

コ
の
�
出
地
と
し
て
出
現
し
、
空
白
を
埋
め
た
ば
か
り
か
、
北
青

都
護
府
を
越
え
て
洪
原
県
方
面
に
ま
で
分
布
を
広
げ
る
の
で
あ
る
。

�
出
は
す
べ
て
文
魚
で
あ
る
。
咸
鏡
道
の
南
、
江
原
道
に
つ
い
て

は
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
南
下
し
て
慶
尚

道
に
至
る
と
、
道
北
の
寧
海
都
護
府
、
盈
徳
県
、
慶
州
府
、
蔚
山

郡
、
金
海
都
護
府
と
文
魚
を
�
す
る
行
政
府
が
続
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
蔚
山
郡
に
始
ま
り
、
慶
尚
道
の
南
部
沿
岸
、
す
な
わ
ち
熊

川
県
・
鎮
海
県
・
巨
済
県
・
固
城
県
・
晋
州
牧
・
泗
川
県
・
南
海

県
・
昆
陽
郡
・
河
東
県
の
九
行
政
府
で
は
、
文
魚
だ
け
で
な
く
絡

締
を
も
併
せ
�
出
す
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
（
図
２
左
上
の
慶
尚

道
部
分
拡
大
図
参
照
）。
な
か
に
は
昌
原
都
護
府
の
よ
う
に
絡
締

の
み
の
行
政
府
も
混
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
魚
の
�
出
地
は
海

を
越
え
、
全
羅
道
済
州
牧
、
旌
義
県
、
大
静
県
（
い
ず
れ
も
済
州

島
）
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
文
魚
の
�
出
が
一
六
世
紀
前
半
ま
で
に
朝
鮮
半
島

東
海
岸
か
ら
南
東
沿
岸
、
さ
ら
に
済
州
島
に
ま
で
拡
大
を
と
げ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
結
果
を
図
示
し
た
の
が
図
２
で
あ
る
。

朝
鮮
半
島
西
北
の
平
安
道
、
黄
海
道
方
面
の
分
布
が
や
や
稀
薄
で

あ
る
感
は
免
れ
え
な
い
し
、
八
道
に
置
か
れ
た
郡
県
数
三
五
〇
の

う
ち
海
付
き
の
郡
県
が
ど
の
位
を
占
め
る
の
か
筆
者
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
津
津
浦
浦
に
お
い
て
タ
コ
の
漁
獲
が
展
開
し
て
い
た

と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
図
１
に
較
べ
格
段
の
増
大
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

一
体
ど
の
よ
う
な
変
化
が
右
に
述
べ
た
倍
増
現
象
と
な
っ
て
表

出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
勝
覧
」
で
は
、『
東
國

輿
地
勝
覧
』
の
原
記
述
で
は
な
く
、
新
た
に
「
勝
覧
」
の
編
纂
者

が
再
校
訂
し
て
挿
入
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、
挿
入
個
所
に

新
�
の
二
字
を
冠
す
る
。
土
�
品
中
の
タ
コ
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば

新
�
文
魚
（
慶
州
府
の
項
）、
新
�
絡
締
（
慶
尚
道
晋
州
牧
の

項
）
の
よ
う
に
増
補
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
増
補
す
る
に
至
っ
た
背
後
状
況
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
記
述
す
る

こ
と
は
な
い
の
で
、
�
出
地
増
大
の
背
後
に
迫
る
緒
口
に
は
な
ら

な
い
。

全
羅
道
の
ば
あ
い
で
み
る
と
、
正
確
に
い
う
と
「
実
�
」
で
は

全
羅
道
自
体
が
土
貢
、
す
な
わ
ち
タ
コ
の
貢
納
を
負
っ
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
管
内
ど
こ
か
の
行
政
区
か
ら
絡
締
を
徴
発
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
絡
締
を
土
�
と
す
る
の

は
務
安
県
一
県
だ
け
な
の
で
あ
る
。
務
安
県
以
外
に
記
�
の
対
象

朝
鮮
朝
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の
タ
コ
�
出
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て
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と
な
ら
な
か
っ
た
「
隠
れ
�
出
地
」
が
多
数
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
実
�
」
の
編
纂
、
制
作
過
程
に
お
い
て
�

出
地
が
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
上
の
問
題
が
潜
む
の
で

あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
た
い
し
て
「
勝
覧
」
で
の
全
羅
道
は
「
絡
締
の
全
羅

道
」
の
観
を
呈
す
る
が
、
�
出
地
の
な
か
に
現
在
で
も
木
浦
（
全

羅
南
道
）
に
絡
締
を
出
荷
す
る
霊
巌
が
入
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に

韓
国
西
南
部
の
商
業
都
市
、
漁
港
で
あ
る
木
浦
は
、
前
面
に
広
が

る
西
海
に
点
在
す
る
数
百
の
島
々
を
中
継
す
る
位
置
に
あ
り
、
新

鮮
な
海
�
物
を
集
散
す
る
。
こ
う
し
た
流
通
ネ
ッ
ト
の
原
型
が
何

時
ご
ろ
現
出
し
た
の
か
も
含
め
、「
実
�
」
か
ら
「
勝
覧
」
に
至

る
間
に
生
じ
た
タ
コ
�
出
地
増
大
の
基
盤
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
解
答
を
地
理
書
土
�
の
項
目
中
か
ら
直
接
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

常
識
的
に
い
え
ば
、
両
地
理
書
の
間
に
タ
コ
を
�
出
す
る
地
方

行
政
府
が
倍
増
し
た
現
象
は
、
朝
鮮
朝
初
頭
か
ら
中
宗
の
時
代
に

至
る
ま
で
の
間
、
漁
家
内
部
で
生
じ
た
自
立
的
発
展
や
、
海
�
物

消
費
の
増
大
と
流
通
整
備
、
上
か
ら
の
漁
業
奨
励
と
貢
納
な
ど
の

外
的
刺
激
、
こ
れ
ら
の
総
和
が
根
源
を
な
す
と
思
い
つ
つ
も
、
は

っ
き
り
と
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
考
証
は
筆
者
の

力
量
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
も
な
い
し
、
本
稿
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
も

な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
「
魚
梁
」
の
漁
獲
物
に
タ
コ
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
付
言
し
て
お
く
。「
実
�
」
で
は
郡
県
ご
と
に
陶
磁
器
所
、
鉄

所
、
塩
所
、
魚
梁
な
ど
生
�
施
設
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
が
、

魚
梁
に
つ
い
て
は
当
該
地
方
に
お
け
る
そ
の
数
と
所
在
地
、
漁
獲

物
の
種
類
を
あ
げ
る
の
が
定
型
で
あ
る
。
た
だ
し
魚
梁
は
タ
コ
を

専
門
に
獲
る
た
め
で
は
な
く
、
副
�
物
と
し
て
タ
コ
が
漁
獲
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
京
畿
の
魚
梁
中
に
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。

﹇
水
原
府
﹈
魚
梁
二

一
在
雙
阜
、
一
在
龍
城
酉
只
頭
、
主

�
蘇
魚
、
又
�
首
魚
・
民
魚
・
真
魚
（
中
略
）

大
蝦
・
土
花
・
石
花
・
落
地
・
黄
蛤
。

﹇
仁
川
郡
﹈
魚
梁
十
九
所

主
�
真
魚
、
又
�
烏
賊
魚
・
鱸

魚
・
刀
魚
・
洪
魚
（
中
略
）
生
蛤
・
黄
蛤
・
落
地
・
小
螺
。

こ
の
他
、
南
陽
都
護
府
と
安
山
郡
の
魚
梁
漁
獲
物
中
に
も
落
地
が

み
ら
れ
る
。「
実
�
」
で
い
う
魚
梁
と
は
、
干
満
潮
差
の
大
き
い

海
岸
で
、
海
の
流
れ
が
集
ま
る
場
所
を
選
び
、
水
中
に
竹
や
木
を

フ
ェ
ン
ス
状
に
打
ち
込
ん
で
囲
い
を
設
け
た
簀
立
て
の
類
か
と
想

像
す
る
（
4
）
。

ま
た
門
田
誠
一
氏
が
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
日
本

か
ら
タ
コ
壺
漁
法
が
伝
来
す
る
以
前
、
朝
鮮
に
お
け
る
タ
コ
の
漁

獲
は
釣
漁
が
基
本
で
あ
っ
た
と
い
う
朴
九
秉
著
『
韓
国
漁
業
史
』

史

学
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（
正
音
社
、
一
九
七
五
年
）
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
（
5
）
。
日
本
の
磯

浜
漁
業
に
お
け
る
タ
コ
の
捕
採
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
朝
鮮

に
お
い
て
も
釣
漁
が
基
本
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
魚
梁
や
網
漁
の

副
�
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
素
手
で
つ
か
む
、
カ
ギ
で
引
っ
掛
け

る
、
ヤ
ス
で
突
く
な
ど
多
様
な
方
法
に
よ
っ
て
タ
コ
が
漁
獲
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
タ
コ
を
獲
る
漁
業
的
技
術
関
連
の
記
述
と
出

会
っ
た
の
で
付
記
し
て
お
く
。

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
朝
鮮
半
島
で
は
朝
鮮
朝
一
一
代
王
中
宗
の
時
代

ま
で
に
、
タ
コ
の
�
額
が
顕
著
と
み
ら
れ
る
地
方
行
政
府
だ
け
で

も
八
〇
近
く
に
達
し
、
タ
コ
の
漁
獲
が
広
く
行
わ
れ
た
こ
と
を
思

わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
朝
鮮
の
国
土
が
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
目
の
前
に
広
が
る
海
を
食
の
重
要
な
供
給
源
と
し
て
利
用
し

な
い
は
ず
が
な
い
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
の
で
あ
る
。
朝
鮮
が
歴

史
的
に
タ
コ
食
用
圏
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
朝
鮮
朝
に
関
す
る

か
ぎ
り
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

�
出
状
態
を
見
る
と
、
中
宗
の
時
代
、
西
海
岸
に
文
魚
の
�
出

は
な
く
、
東
海
岸
一
帯
、
東
南
沿
岸
、
さ
ら
に
済
州
島
に
一
種
の

片
寄
り
を
示
す
。
壬
辰
倭
乱
当
時
の
文
臣
で
あ
り
中
国
通
の
文
人

で
あ
っ
た
許
�
（
一
五
六
九
〜
一
六
一
八
）
は
、
八
道
山
海
の
美

味
を
あ
げ
た
『
屠
門
大
嚼
』
の
な
か
で
「
八
帯
魚
」
す
な
わ
ち
文

魚
は
東
海
に
�
す
る
と
し
て
い
る
が
（
6
）
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ

る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
東
海
岸
に
絡
締
の
�
出
地
は
な
く
、
絡
締

の
�
出
地
は
西
海
岸
一
帯
と
南
岸
一
帯
に
片
寄
っ
て
分
布
す
る
の

で
あ
る
。
際
立
つ
歴
史
的
地
域
差
と
い
っ
て
よ
い
。

右
に
い
う
八
帯
魚
に
つ
い
て
は
、
許
�
と
同
時
代
の
文
臣
で
あ

り
、
北
京
に
赴
い
た
こ
と
も
あ
る
李
�
光
（
一
五
六
三
〜
一
六
二

八
）
も
著
書
『
芝
峰
類
説
』
巻
二
〇
で
、「
文
魚
、
名
八
帯
魚
、

亦
名
八
梢
魚
」
と
述
べ
て
い
る
（
7
）
。
漢
語
起
源
と
思
わ
れ
る
八
帯
魚

を
朝
鮮
で
い
う
文
魚
と
み
る
点
で
許
�
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ

の
時
代
、
朝
鮮
知
識
人
が
文
魚
、
八
帯
魚
を
一
体
と
見
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

タ
コ
を
二
種
類
に
分
類
す
る
の
は
朝
鮮
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

本
草
学
を
集
大
成
し
た
明
の
李
時
珍
（
一
五
一
八
〜
九
三
）
は
、

『
本
草
網
目
』
第
四
四
巻
に
お
い
て
タ
コ
（
章
魚
）
を
章
魚
と
石

距
と
に
分
類
し
、
石
距
に
つ
い
て
章
魚
の
類
で
あ
る
が
、
身
が
小

さ
く
足
が
長
い
の
が
特
徴
で
あ
る
と
し
、
塩
を
入
れ
て
焼
い
て
食

す
と
美
味
だ
と
い
っ
て
い
る
（
8
）
。
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
に
完
成

し
た
『
本
草
綱
目
』
が
刊
行
を
み
た
の
は
同
二
四
年
（
一
五
九

六
）
で
あ
る
。
万
歴
三
八
年
刊
本
、
王
圻
『
稗
史
彙
編
』
巻
一
六

一
に
そ
っ
く
り
同
じ
文
が
見
ら
れ
る
。

朝
鮮
朝
時
代
の
タ
コ
�
出
地
に
つ
い
て

一
五
一
（
六
八
三
）



石
距
の
特
徴
と
さ
れ
る
「
身
小
而
足
長
」
と
は
頭
胴
（
頭
と
そ

の
す
ぐ
後
ろ
に
つ
く
内
臓
の
つ
ま
っ
た
胴
体
）
に
較
べ
て
、
頭
の

す
ぐ
前
に
直
接
つ
く
腕
足
が
長
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
形

態
的
特
徴
か
ら
石
距
を
腕
足
が
頭
胴
長
の
五
倍
に
達
す
る
も
の
さ

え
あ
る
テ
ナ
ガ
（
ア
シ
ナ
ガ
）
ダ
コ
と
み
る
の
が
通
説
化
し
て
い

る
。
つ
ま
り
一
五
世
紀
の
中
頃
か
ら
一
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
中

国
と
朝
鮮
で
支
配
的
で
あ
っ
た
の
は
、
普
通
の
タ
コ
か
ら
腕
足
の

長
い
タ
コ
を
区
分
し
て
タ
コ
を
二
分
す
る
考
え
で
あ
る
。
し
か
し

タ
コ
を
二
種
類
だ
け
で
分
類
し
が
た
い
こ
と
も
一
方
で
は
気
づ
か

れ
て
い
て
、
朝
鮮
で
い
え
ば
小
八
梢
魚
な
ど
の
語
も
出
現
し
て
く

る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
の
主
題
か
ら
外

れ
る
の
で
後
日
に
譲
る
が
、
タ
コ
の
歴
史
的
名
称
が
分
類
学
上
ど

の
種
名
に
比
定
で
き
る
か
に
つ
い
て
再
吟
味
が
望
ま
れ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

タ
コ
は
歴
史
研
究
に
お
い
て
無
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
さ

り
と
て
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
歴
史
の
第
三
構
成
要
素
と
し

て
い
つ
の
時
代
に
も
片
隅
に
置
か
れ
る
存
在
で
あ
る
。
朝
鮮
の
ば

あ
い
も
明
朝
へ
の
朝
貢
品
（
9
）
、
宗
廟
に
供
え
る
薦
新
品
（
10
）
、
王
家
の
食

事
（
11
）、
王
宮
の
宴
会
料
理
、
王
が
臣
下
に
下
賜
す
る
食
品
「
封
送
（
12
）
」、

あ
る
い
は
祭
祀
の
供
え
物
や
祝
い
膳
な
ど
（
13
）
に
関
し
て
タ
コ
が
語
ら

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
庶
民
に
タ
コ
が
ど
う
親
し
ま
れ
、
食
卓

で
ど
う
愛
好
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
寡
黙
に
近
い
と
い
っ
て

よ
い
。

階
級
制
度
の
厳
格
で
あ
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
儒
教
社
会
に
あ
っ
て

は
、
特
権
支
配
階
級
の
人
士
が
被
支
配
階
級
で
あ
る
一
般
庶
民
の

暮
ら
し
ぶ
り
、
わ
け
て
も
厨
房
の
こ
と
に
正
面
か
ら
立
ち
入
っ
て

細
細
と
筆
に
す
る
所
業
な
ど
、
自
ら
の
特
権
を
放
棄
す
る
の
に
等

し
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
屠
門
大
嚼
』
の
邦
訳
者
鄭
大
�
氏
は
、

許
�
が
朝
鮮
八
道
の
う
ま
い
も
の
に
つ
い
て
記
述
し
た
の
は
か
な

り
の
思
い
切
り
が
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
評
し
て
い
る
の
も

肯
け
る
（
14
）
。
本
草
学
を
隠
れ
蓑
に
し
て
食
を
語
る
こ
と
が
精
一
杯
の

時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
庶
民
の
タ
コ
食
用
に
つ
い
て
史
料
が

多
く
な
い
の
は
、
庶
民
が
タ
コ
を
食
べ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、

書
か
れ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
本
稿
が
提
示
す

る
タ
コ
の
�
出
状
態
は
、
間
接
的
な
が
ら
朝
鮮
朝
に
お
け
る
タ
コ

の
食
用
が
階
層
に
か
か
わ
り
な
く
普
遍
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）
両
書
の
書
誌
的
記
述
に
つ
い
て
は
末
松
保
和
「
世
宗
実
�
解

説
」（『
李
朝
実
�
』
第
一
一
冊
、
学
習
院
東
洋
文
化
研
究
所

一

九
五
七
年
、
巻
末
所
収
）、
な
ら
び
に
朝
鮮
民
主
々
義
共
和
国
科
学

院
古
典
研
究
室
著
、
国
書
刊
行
会
編
集
部
訳
「
新
�
東
國
輿
地
勝

史
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四
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覧
解
題
」（
国
書
刊
行
会
復
刻
本
『
新
�
東
國
輿
地
勝
覧
』
巻
三
、

巻
末
）
を
参
考
に
し
た
。

（
２
）
瀬
野
馬
熊
『
朝
鮮
史
大
系

近
世
史
』
再
版
、
朝
鮮
史
学
会

一
九
二
八
年
、
五
二
〜
三
頁
。
な
お
本
稿
で
示
す
図
１
、
図
２
は

本
文
中
に
あ
げ
た
地
名
の
大
凡
の
位
置
を
示
す
の
が
目
的
で
あ
り
、

か
つ
作
業
の
便
宜
上
、
一
八
六
〇
年
頃
の
彩
色
写
本
と
さ
れ
る

『
東
輿
図
』
を
下
図
に
し
た
関
係
も
あ
り
、「
実
録
」、「
勝
覧
」
当

時
の
位
置
を
必
ず
し
も
忠
実
に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
製
塩
に
つ
い
て
は
、「
実
録
」
で
は
「
塩
所
四
、
盆
三
十
三
」

（
黄
海
道
海
州
牧
）
の
よ
う
に
塩
所
と
塩
盆
の
数
を
示
す
か
、
も
し

く
は
こ
れ
に
所
在
地
を
加
え
て
「
塩
所
一
、
在
西
村
吾
也
串
、
盆

六
」（
忠
清
道
稷
山
県
）、「
塩
所
一
、
盆
三
十
、
在
県
北
今
音
堂

浦
」（
全
羅
道
茂
長
県
）
な
ど
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
も
し
塩

井
が
あ
れ
ば
「
塩
盆
二
十
、
塩
井
一
」（
忠
清
道
庇
仁
県
）、「
塩
盆

十
八
、
塩
井
三
」（
同
藍
浦
県
）
な
ど
と
塩
盆
と
は
別
記
す
る
の
で
、

咸
吉
道
で
い
う
塩
所
は
塩
盆
で
海
塩
を
生
産
す
る
も
の
と
判
断
し

た
。
た
だ
し
当
該
地
方
に
つ
い
て
筆
者
は
不
案
内
で
あ
り
、
こ
の

点
に
つ
い
て
識
者
の
叱
正
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
魚
梁
と
は
、
海
の
流
れ
が
集
ま
る
一
定
の
場
所
に
ス
ダ
レ
を
張

っ
て
作
っ
た
定
置
式
の
漁
獲
設
備
と
尹
瑞
石
著
、
佐
々
木
道
雄
訳

『
韓
国
食
生
活
文
化
の
歴
史
』
明
石
書
店

二
〇
〇
五
年
、
三
一
〇
、

四
二
三
〜
四
頁
に
あ
る
。

（
５
）
門
田
誠
一
『
海
で
結
ば
れ
た
人
々
』
同
朋
舎
出
版

一
九
九
三

年
、
九
一
頁
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
稿
は
絡
締
が
砂
地
、
泥
地
に
体

を
す
べ
り
込
ま
せ
て
棲
息
す
る
習
性
が
あ
る
た
め
タ
コ
壺
に
不
向

き
で
あ
り
、
釣
り
と
網
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
よ
る
と
考

え
る
見
方
に
共
感
す
る
。

（
６
）
	
大
聲
編
訳
『
朝
鮮
の
料
理
書
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
四
一
六
、

一
九
九
六
年
、
二
三
六
頁
。

（
７
）
李
�
光
『
芝
峰
類
説
』
下
、
朝
鮮
古
書
刊
行
会
復
刻
本
、
一
九

一
四
年
、
三
一
九
頁
。

（
８
）
『
新
註
校
訂
国
訳
本
草
綱
目
』
第
一
〇
冊
、
春
陽
堂
書
店

一

九
七
六
年
、
六
二
一
頁
。

（
９
）
野
村
伸
一
『
東
シ
ナ
海
文
化
圏

東
の
〈
地
中
海
〉
の
民
俗
世

界
』
講
談
社

二
〇
一
二
年
、
九
三
頁
。

（
１０
）
尹
瑞
石
、
前
掲
訳
書
、
四
四
三
頁
。

（
１１
）
同
前
、
六
七
五
〜
七
頁
。

（
１２
）
姜
仁
姫
著
、
玄
順
恵
訳
『
韓
国
食
生
活
史
』
藤
原
書
店

二
〇

〇
〇
年
、
二
八
〇
―
二
八
一
頁
。

（
１３
）
同
前
、
三
六
五
頁
。
尹
瑞
石
、
前
掲
訳
書
、
五
七
六
頁
。
佐
々

木
道
雄
『
朝
鮮
の
食
と
文
化
―
日
本
・
中
国
と
の
比
較
か
ら
見
え

て
く
る
も
の
』
む
く
げ
の
会
（
神
戸
市
）
一
九
九
六
年
、
九
八
頁
。

（
１４
）
	
大
聲
、
前
掲
編
訳
書
、
二
七
二
頁
。

朝
鮮
朝
時
代
の
タ
コ
�
出
地
に
つ
い
て

一
五
三
（
六
八
五
）


